
１年２組「道徳の時間」学習指導案 
指導者 三戸 学 

１  主題名    向上心    内容項目 １－（５） 
   資料名    「踏まれてタンポポ」 (「自分を見つめる」あかつき) 
２  主題設定の理由 

(１)  
 「夢に向かって、生きる」ことは素晴らしい。人間として、より良く生きるには、目標や夢を持つ

ことが大切である。最近、その素地になる「夢を抱くことが困難である」と指摘されている。変化の

激しい時代だからこそ、しっかりと夢や目標を持ちたいと考える。 
  一人ひとりの人間には、必ずその人固有の良さがある。その良さを生かして伸ばそうとする努力の 
 積み重ねが、これからの自分の人間としての生き方を考えていく上で大切なことであり、それが夢や 
 目標に結び付くものと考える。また、これは生涯の課題であると思う。夢は必ず実現するとは限らな 
 い。しかし、継続して努力（＝向上心）することが大切であり、無駄になるものでないということを 
 しっかりと噛み締めたい。 

(２)  
  男子２１名、女子１７名の計３８名。元気で、活発なクラスである。中学校に入学して、１年が過 
 ぎようとしている。一人ひとりの生徒は自分なりの夢や希望、期待と不安を持ち、中学校に入学して 
 きたと思う。しかし、最近の生活を見ていると、“その日、その日が楽しければ良い”という雰囲気 
 が漂っているような気がする。 
  中学生の時期は、人間の生き方への強い関心があり、自分の人生をより良く生きたいという願いを 
 持っている。それは自己の探求、理想の追求である。様々な経験を通して、自分を見つめ、自分の生 
 き方を模索している。これは自己確立の営みである。自己確立の営みのなかで、夢や理想は大きな役 
 割を果たす。中学生の時期に、どのような夢と理想を描くかということが、その後の人生に大きな意 
 味を持つように思う。また、夢を語り合うことのできる友だちは貴重な存在であるような気がする。 
 そのため、学級で「夢」について語り合うことにより、お互いを励まし合って高め合っていく雰囲気 
 を作っていきたい。夢や目標を持って生きていくことは、自己を向上するものであることを実感させ 
 たい。しかし、やや漠然とする生徒もいると思う。そこで、具体的に部活動や係活動・委員会活動な 
 ど様々な日常場面で、どのような行動が自己を向上することにつながるのか、考えさせたい。 
  中学１年が終わろうとしている時期に、より良く生きていくためにはどのようにすれば良いのか、 
 今までの生活を振り返り、見直していくことで、２年生の生活の展望を図っていきたい。 
（３）  
  この資料は役者にあこがれ、それを目指した川谷さんの生き方を紹介している。その道のりは決し 
 て、順調ではなかった。しかし、自分の夢に向け、ひたむきな気持ちを持ち続け、自分を生かすため 
 に懸命な努力を積み重ねたことで、その夢を実現させた話である。筆者の生き方は生徒の心に届き、 
 一人ひとりの生徒が自己を見つめるきっかけになると思われる。人間として、自らの人生をどう生き 
 るのか、一人ひとりの生徒に問いかけ、自らの人生を切り開く力が身につくように指導していきたい。 
 
 
３ 指導計画（２時間） 

第 
１ 
次 

・アンケートに答える。【（１） あなたの夢を聞かせて下さい。（２） あなたの夢を実現す

るには、どうしたら良いでしょうか。また、あなたが夢の実現のため、日頃から心掛けている

ことがあれば、書いて下さい】 
・「踏まれてタンポポ」を読んでの感想を書く。 

第 本 
２  
次 時 

・「踏まれてタンポポ」の資料により、川谷さんの生き方を通して、より良く生きるためには何

が大切であるかについて、話し合う。 



 
４ 本時の学習（２／２） 
（１） 本時のねらい 
・ 川谷さんの生き方を通して、生徒一人ひとりの夢を育み、目標を目指して生きることの

重要性に気づき、毎日の生活に結びつけ、より良く生きるための向上心を養う。 
 
（２） 指導過程 
 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 教師の支援 

 
導 
 
入 
 

・事前資料を基にして、クラス

仲間の夢とその実現方法を紹

介する。そして、川谷さんの夢

も確認することにより、本時の

学習の動機付けをする。 
 
川谷さんの役者生活はどうだ

ったのだろうか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
川谷さんは謹慎処分をどのよ

うに受け止めたのだろうか。 
 
 
 
「ふまれて タンポポ ひら

いて タンポポ」という言葉に

込められた川谷さんの気持ち

は、どんな気持ちだろうか。 
 
 
 
 
 
川谷さんの生き方を通して、自

分の夢に向かって、日頃の生活

をどのようにすると良いのだ

ろう。 
 
・「心掛けていきたいこと」を

プリントに書く。 

 
 
 
 
 
 
 
・ すごい。 
・いつまで経っても、同じ役し

か与えられない。 
・才能がないと感じた。 
・いじめられた。 
・ 山あり谷あり。 
 
・改めて、自分の夢に気づく。 
・ 役者が続けられるので、嬉し 
かった。 
・役者に対する考え方が変わっ

た。 
 
・ どんな時も自分は自分なん

だ。 
・役者になることが夢だから。 
・謙虚な心で生きること。 
・精一杯やること。 
・自己満足。 
・最後まで諦めない強い意志。 
・ 努力。 
 
・自分の良さを知ること。 
・夢は積み重ねだから、毎日の

生活を大切にする。 
・いろんなことに興味を持つ。 
・ 早く、夢や目標を持つ。 
・ 自分の夢を大切にする。 
 

○事前に書いてもらったアン

ケート内容の一部を紹介する。 
 
 
 
 
 
○「川谷さんの役者生活は、い

つも順調だったのだろうか」

と、補助発問を工夫することに

より、川谷さんの役者生活をし

っかりと捉えさせる。 
 
 
 
○川谷さんの気持ちの動きを

考えさせる。 
 
 
 
 
 
○川谷さんにとって、「夢」は

どのようなものであるか、じっ

くり考えさせたい。 
○自由に語り合える雰囲気作

りに努める。 
 
 
 
○毎日の生活を振り返り、自分

を見つめる。 
○より良く生きるためには、毎

日の中で、どうすれば良いか、

考えさせる。 

終 
 
末 

・ 教師の説話 
 
・授業を終えて、学んだことを

書く。 

 

 
○夢は実現に向けて、がんばるも

のである。そのためには小さな積

み重ねが大切であり、毎日の生活

を振り返り、できるところから自 
ら高めようとする力を養いたい。 
 

 




